
フ

イ

Jレ
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と

!
日
本
語
の
系
統
の
問
題
を
考
へ
る
上
の
参
考
と
し
て
|

重量

井

孝

ま

'" 

台三

き

筆
者
は 、

護
表
ナ
る
所
の
もの
の
原
形
は 、

一
九
五
O
年
か
ム

五
三
年
に
か
け
て 、
ま
る
三
年 、
母
閣
を
る
す
に
し 、
そ
の
間
右 、
主
と
し
て 、
英
国
に
す
ご
し
た 。
こ
こ
に

一
橋
大
島の
英
文
紀
要
に《kr
z
p匂
gog
E
ミ
Fed-
ご。
吋己
主
主
吉
岡ハ
2
2p

そ
り
聞
に
作
b

れ 、

E
2
2九
州H
J
A
h--N

3
4
2
巴
g
q
叫
》

の
越
で
設
表
さ
れ
た。

こ
れ
そ、

b
ら
た
に、

日
本
文
で
殻
表
し
な
ほ
す
機
舎
に
め
ぐ
ま
れ
た
の
は 、

「ク/VJと「イ干」

ひ
とへ
に 、
園
語
態一・
曾の
好
意
に
も
と
づ
く 。
う
し
ろ
に栴へ
た
別
記
は 、
今
回
の
起
稿
に
か
L

る 。
(一
九
五
四・
二・
二一一)

t
日

本
語の
系
統
論
に
は 、
久
し
き
に
亙っ
て 、
深
い
興
味
が
そ
そ
が
れ
て
き
た 。
そ
の
結
巣
は 、
い
ろ
い
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
提
案E
が
な
さ
れ
た

1 



わ
け
で
あ
る 。
し
か
し 、
い
ま、
こ
れ
ま
で
の
諸
説
左
大
き
く

二
つ
に
分
け
る
な
ら
ば 、
一
は
北
方
設 、
他
は
南
方
設
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で

2 

tc
ら、フ 。
(
こ
の
二
つ
の
い
づ
れ
か
に
蹄
せ
し
め
得
な
い
もの
は 、
こ
ん
に
ち
か
ら
は 、
も
は
や
問
題
と
な
ら
な
い。
た
とへ
ば 、

印
駄
語
ま
た
は
そ
の一
分
派
と
閥
係
さ
せ
る
と
こ
ろ
の、
い
は
ば 、
印
駄
設
と
よ
ぶベ
、ぎ
もの
そ
れ
で
あ
る)。

講の
借
用
論
な
ら
ば
い
さ
知
ら
ず 、
親
縁
関
係の
問
題
と
し
て
は 、

さ
て 、

日
本
語そ

し
か
し
な
が
ら、
語

一
つ
の
言
語
が 、
直
接
に
二
つ
の
別
個の
祖
語に
同
時
に
さ
か
の
ぼ
る
と

そ
の
賄
で
は 、
北
方
設
と
南
方
設
と
は
雨
立
し
え
な
い 。
事
賞 、
雨
設
は
措
抗
針
峠の
欣
態
な
つ
ど

け
て

き
た。
こ
れ
に
劃
し
て 、
雨
設の
い
づ
れ
が
正
し
い
か
の
最
後
的
な
断
案
そ
下
す
こ
と
は 、
も
と
よ
り

困
難
で
あ
る
が 、
雨
設
に
は 、
互
に 、

そ
の
性
質
を
具
に
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る 。
韓日
喰
そ
以
て
語る
な
ら、
そ
れ
は 、
つ
ぎ
の
や
う
に
言
ひ
得
ょ
う 。

ナ
な
は
ち 、
南
方
設
は 、

い
ふ
こ
と
は
考へ
ら
れ
な
い
か
ら、

ー寸

;九

を
三
で
割っ
て
木(
C
E
ど
と
い
っ
た
あ
や
ま
り

に
陥
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
結
構
で
あ
る 。
例
は
ま
こ
と
に
荒
唐
無
稽
で
あ
る
が 、
南

方
設の
提
出
す
る
語
糠
論
が 、
こ
の
や
う
な
無
稽
に
終っ
て
ゐ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
幸
せ
なの
で
あ
る 。
北
方
設
も 、

比
較一言
語
皐の
正
統
派

あ
や
まっ
て
ゐ
る
と
い
ふ
よ
り
は 、

の
ド
グマ
に
照
ら
し
て
考へ
る
か
ぎ
り 、

決
し
て
詮
附
さ
れ
た
もの
と
は
み
な
し
得
な
い
が 、
こ
の
方
は
コニ(
岳志昂)」
ぞ
「
木(三・2)」
に

/
 

「
十
そ
三
で
割
っ
て一一一」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ら
う 。
こ
れ
は 、
計
算の
大
ぎ
つ
ば
か
ら
来
る
あ
や
ま

り
で
b
る 。

も
と
よ
り 、
そ
の
まL
で
は 、
雨
立
し
得
な
い
北
方
設
と
南
方
設
と
そ
調
和
さ
せ
る
こ
と
も 、
解
韓の
し
か
た
に
よ
っ
て
は 、
で
き
る。
つ

4A目
的ノ、
日

本
語
は 、
構
造
的
に
は
北
方の
言
語
に
多
く

を
負
ひ 、
語
義
的
に
は
南
方の
一言
語
に
多
く

を
負
ふ
と
考へ
る
が
ご
と
き、
そ
れ
で
あ

る 。
し
か
し 、
ま
づ
こ
の
見
地
に
針
し 、
先
史
そ
考
慮
に
入
れ
る
と
き
は 、
南
方
系
統
の
言
語の
影
響
は 、
ー

に
とへ 、
そ
れ
が
臼

本
語の
う

へ
に
認
め
得
る
もの
と
俄
定
し
で
も
l 、

そ
れ
は 、
よ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
少
く
と
も 、

考
古
島・
的
に
設
明
で
き
る
と
こ

ろの
北
方
文
化
の
影
響
が 、
座
倒
的
に
日

木の
島々
に
波
及
し
た
以
前
と
考へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
北
方
か
ら
の
文
化の
波
は 、
長
期
間一に

亙
っ
て 、
く
り

か
へ
し
く
り

かへ
し

寄
せ
て
き
た
もの
で
あ
る
こ
と
も 、
こ
の
際 、
同
時
に
考
慮
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い 。



つ
ぎ
に も
も
し 、
南
方
系
統
の
言
語の
碁
居
の
上
に 、
北
方
系
統
の
言
語
が
組
み
立
て
ら
れ
た
と
し
て
も 、
き
う
い
ふ
ば
あ
ひ 、
後者
の
構

造
が
前
者
に
ど
れ
ほ
ど

接
木
さ
れ
え
た
か
と
い
ふ
こ
と
は 、
わ
た
く
し
に
は 、
う

た
が
は
し
い 。
母
音
調
和
の
痕
跡
が
古
代
日

本
語の
う
ち
に

っ
き
と
め
ら
れ
る
と
考へ
て
よ
い
な
ら
ば 、
或
は 、
少
く
と
も 、・

構
趨
密
主
と
し
て
考へ
れ
ば 、
日

本
語の
系
統
論
は 、
ま
す
ま
す
北
方
設
の

方
に
有
利
で
あ
る 。
日

本
語の
北
方
設
は 、
印
敵
言
語
撃
に
お
い
て 、
あ
ら
た
に
護
見
さ
れ
た
ト
カ
ラ
語
や
ヒ
タ
イ
ト

語
が
そ
れ
ぞ
れ
印
駄
語

の一
分
派
と
み
な
さ
れ
た
や
う
に
は 、
こ
れ
そ
詮
明
す
る
亡
と
は
で
き
な
く

て
も 、

他
面 、
こ
れ
を
否
定
し
う
る
π
け
の
有
力
な
反
謹
そ
あ
げ

る
こ
と
は 、
さ
ら
に
む
つ
か
し
い 。
問
題
は 、
構
造
上
の
特
質 、七
け
を
探る
に
と
ピ
ま
ら
ず 、
具
韓
的
な
語
棄の
比
較に
も
と
づ
く
音
韻
法
則

を
う
ち
に
て
るべ
き
貼
に
あ
る 。
多
く

の
撃
者
は 、

そ
れ
が
容
易
な
わ
ぎ
で
な
い
こ
と
も 、

い
ま
で
は 、
明
か
で

そ
の
た
め
に
努
力
そ
し
て 、

b
る。
結
局 、
「
十
bZ一
で
割っ
て一二」
と
い
ふ
程
度
以
上
の
精
密
な
答へ
は
で
て
ゐ
な
い 。
も
と
よ
り 、

近
似
値
と
いへ
ど
も 、
あ
る
程
度

は
役
に
立
つ
わ
け
で
は
あ
る
が 、
さ
り
と
て 、
ま
こ
と
し
や
か
さ
は 、
事
買の
毘の
詮
左
で
は
な
い 。

北
方
系
統
の
言
語
と
は 、
便
宜
上 、
南
方の
諸一言
語
に
劃
し
て 、
一
往 、
漠
然
と
さ
う

呼
ん
π
ま
で
で 、
兵
睦
的
に
は 、
い
は
ゆ
る
ア
ル
タ

イ
諸
語
に
ほ
か
な
ら
な
い。
し
か
し
な
が
ら、
ア
ル
タ
イ
語
と
い
う

術
語
を
用
ゐ
る
と
き
は 、
ア
ル
タ
イ
語
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
が

か
ら
ん
で
く
る 。
き
う

い
ふ
問
題
段 、
わ
た
く
し
の
論
旨の
そ
と
で
あ
る 。
と
は
い
そ
も
し
日

本
語
が
ア
ル
タ
イ
語の
中へ
分
類
さ
れ
る
な

ら
ば 、
ま
し
て 、
朝
鮮
語
は 、
そ
の一
類
と
し
て 、
よ
い
に
ち
が
ひ
な
い 。

「グ，1/ Jと「イ干J

日
本
語
が
極
め
て
古
く

に 、
原ア
ル
タ
イ
語
か
ら
分
派
し 、
他
の
ア
ル
タ
イ
諾
諾
に
劃
し
て 、
極
め
て
疎
遠
な
関
係
に
し
か
立
っ
て
ゐ
な
い

と
考へ
る .は
あ
ひ
ーーか
L
る
考へ
自
躍 、
一
つ
の
臆
設
に
す
ぎ
な
い
が
|| 、
日

本
語
を
ア
ル
タ
イ
語の
う
ちの
周
謹
言
骨
と
仮
定
し 、
む

し
ろ 、
地
理
的
に
近
い
所
よ
り

遠
い
所へ
類
似
黙の
て
が
か
り

の
紘
そ
に
ぐ

っ
て
み
る
こ
と
も 、

理
論
的
に
は
決
し
て
ま
ち
が
っ
て
ゐ
な
いo

k
r 、
わ
た
く
し
は 、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て 、
こ
こ
で
は 、
白

木
語の
系
統
問
題
沿
い
か
に
考
ふべ
き
か
の
ほ
ん
の一
端
に
資
す
る
た
め
に 、

標
題
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
の
こ
つ
の
箪
語
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
と
す
る 。
(
な
ほ 、
周
謹
言
語
の
概
念
に
つ
い・
て
は 、
出・
吋
乃島台
湾問Hn
FD

3 
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出

ぞ
み
ら
れ
よ
)
。

4 

日
本
語
の
「
ヅ
ル
」

が 、

朝
鮮
語
の

ごご
之、切
に

に
似
か
よ
っ
て
ゐ
る
k
い
ふ
こ
と
は 、

夙
花
、ぎ
づ
か
れ
て
ゐ
た。

そ
の
う

へ
、

こ
れ
ら
の
語

は 、

ア
ル
タ
イ
諸
語
お
よ
び 、

ウ
ラ
ル
諾
諾
と
も 、

比
較
し
う
る
。

い
ま 、

わ
た
く
し
は 、

日
本
語
の
「
ヅ
ル
」

が 、

ア
ル
タ

さ
ら
に
ま
た 、

イ
起
源
で
あ
る
か
な
い
か
に
は 、

働
れ
な
い

。

回?
に
さ
う

い
ふ
可
能
性
の
あ
る
こ
と
そ
承
知
し
て 、

以
下
の
議
論
そ
す
す
め
る
こ
と
と
す
る
。

(
つ
る
に
関
す
る
日

鮮
雨
語
そ 、

は
じ
め
て
引
き
あ
て
に
ひ
と
は 、

ア
ス
ト
ン
で
あ
ら
う 。

パ
リ
ヅ
ノ
フ
は 、

あ
と
マ
第
四
節
に
お
い
て
論
ず

• 

る
ご
と
く 、

一

種
の
音
韻
針
腔
vq 、

こ
れ
に
つ
い
て
設
け
た 。

す
な
は
ち 、

主主
去三余
寸p

Hhh、ミミ』句

E
サ

同旬、】司 .Nh

ミ
『
也
、活

s
b
(
畠)

〔
ち
な
み
に 、

パ
リ
ヴ
ノ
フ
の
こ
れ
に
附
す
る
論
文
は 、
HN
Z
Z
F
K戸
]肉
質戸市】
口一一

Z
E
W
沼
市山
市山
河-
H
ゆ
討
に
輩
表
さ
れ
た。

筆
者
は 、

こ
の
阿

文
在
求
め
た
が 、

未
見
の
た
め 、

服
部
教
授
の
論
文
〔
別
記
の
一

、

多
照
〕
に
引
か
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
b
る
が 、

た
ま
た
ま 、

本
稿
の

版
文
を
執
筆
し
た
ま
も
な
く

の
と
き 、

敬
授
に
謹
遁 、

そ
の
折
た .
た
し
た
と
こ
ろ
で
は 、

ホ
の
針
臨
例
と
し
て
賢
際
に
翠
げ
ら

れ
た
語
は 、

み

が己
の
二
例
官
け
で
あ
る
由
で
あ
っ
た
] 。

つ
る
の
日

鮮
雨
語
そ 、

い
は
ゆ
る
ウ
ラ
ル
・

ア
ル
タ
イ

諸
語
、に
比
較
し
た
人
は 、

故
小
倉
進
平
先
生

ウ
ラ
ル
・

ア
ル
タ
イ
語
に
お
い
て 、

つ
る
九ぜ
あ
ら
は
す
語
そ
ひ
ろ
く

列
翠
し
て 、

日

、

で
あ
る
。

門
閣
語
語
源
の
問
題

一
七
|

十
八
頁
〕
ま
た 、

本
語
の
ヅ
ル
に
も

在
意
し
た
些
者
と
し
て
は 、

D
・

シ
ノ
l

ル
氏
が
あ
る
。

い
ま 、

こ
L

K 、

ウ
ラ
ル
・

ア
ル
タ
イ
諸
語
の
形
冶
列
記
す
る
の

は 、

本
稿
の
範
囲
に
属
さ
な
い
の
み
な
ら

ず 、

活
字
の
閥
係
で 、

印
刷
の
困
難
を
招
く
こ
と
そ
慎
れ 、

こ
れ
そ
割
愛
す
る
が 、

心
あ
る
人
は 、

つ
ぎ
の
論
文
ぞ
み
ら

れ
た
い

。
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テトの
朝鮮語語源研究
宣言伝g
E
問。zg
出
qEo-
4
ち
には 、
ハム
トの
項はふく
まれてゐない 。
補遣が、
咋年出てゐる

筈であるが、
これは 、
い
まゼ・みてゐないので 、
その
方で 、
ど
うなってゐる
かは 、
知らない]。

もし 、
朝鮮語
吉『
E己
冶トルコ
語の
形一
5
5
ZE由
に比べ
れば 、
これらから再建される
限形にはrが
合まれてゐたも

の
と推定され 、

日本語の「ヅル」のr
も 、
また直接これに
艶臆する
ものと考へ
られるか
もしれない。
しかし 、

したがっ
て 、

「ヅル」
については 、
それほど簡単な取扱ひはできないのでbる。

「ツル」
はすでに寓葉集にbらはれる。
漢字「鶴」
は 、

てしばしば用ゐられてゐるのでbる。
にとへ
ば 、

生而有者見巻毛不知
何如毛持死興妹常夢所見鶴(五八一)

文献の
上では 、

ヅ
ールの二

音節そあらは
ナのに 、
訓借俄字とし

(生きであらば 、
見まくも知らに 、
何しか
も 、
死なむよ
妹と 、
夢に見えつる)

したがっ
て 、
こ
れから 、間接に 、
嘗時 、つる
そヅル
と呼んでゐたことは 、
窺はれる。
しかる
に 、
こL
K 、
つ
ぎのや
うな事貫

が
ある。
首問葉集には 、
鶴の
漢字bt正
訓文字として用ゐた例がいくつかbる
λ鶴十九例 、
輩鶴二
例 、
白鶴一
例 、
鶴群一
例)。

寓葉集は 、
平安時代以来 、
これにかなづけが
施され尤きてゐるが、
その
ばあひに 、
古くから 、
鳥の
名としての
鶴は 、
いつ

もタヅ
とよまれて 、
ヅル
とはよまれてゐないのである。
一
方 、
われわれは 、
深葉集につ
智のやうな敵ぞみいrナ。

「ク，v Jと「イト」

若浦繭麹満来者楠乎無美葦謹乎指天

剣劇鳴渡(九一
九)

(わかの
うらに 、
しほみちくれば 、
かたそなみ 、
あしびぞきして 、
・にづなきわたる)

このや
うな例は 、
多豆と
書いた例十一 、
多頭(アシ
タヅの
例二っそ
合む)
十 、
多津
て
多都一
ぞかぞへ 、
これらが、
鶴そ

あらはしてゐる
ことは 、
いささか
もうたが
ひない。
さらに
また 、'
鶴が
タヅとよばれた詮擦は 、
タヅキ
といふ
語治 、
訓借と

して 、
鶴寸と
書いた例からも確質である。
(比較 、
多頭釈 、
多豆
伎 、
多都伎 、
回
付 、
多
付)。
他方 、
つる
そ意味する
語とし

5 



ての 、
ヅルの 、
かな(寓葉が
な)
で
書かれた例は 、
高葉集中 、

土は 、
共につる
をあらは
す語として
存在してゐた 、

伊しかし 、
平安時代以
後と同じく 、

たのである。

一
例もない 。
かくして 、
すでに奈良時代に 、
日夕ヅとヅル

ヅル
は俗語であっ

6 

タヅは
敬語で 、

カハ
ヅ
とカへ
ルが
bる。
首門葉集には 、
蛙をカへ
ル
と書いにかなが
きの
例はないが、

といふ
語の
あっ
たことは明かである。
それは 、
つ
ぎの
歌の
「蝦」
の
字は 、
カへ
ル
とよまねばならぬからである。

こ
れとよく似た事情の
語に 、

カ九
ル

苔屋戸商黄出現劇手毎見妹乎懸管不
徳日者無(一
六二
三)

(わが
やどに 、
もみづかへ
る
で 、
みる
ごとに 、
い
もそかけつつ 、
こひぬひはなし)

高葉集では 、
かなが
、ぎ(首問葉が
なが
き)
の
例に
闘する
かvcり 、
カハ
ヅ
しかあらはれない。(いちいち 、
例を
奉げる
にこした

ことはないけれども 、
これの
方は 、
心ある
方A
には 、
高葉集締索引であたってみていたピ
くことL
したい。)もっと
も 、

蔦

葉集のカハ
ヅ
はかじかでbる
との
設が
bる、
(大言海ぞみられよ)。しかし 、

それをみとめても 、
それは 、
語源的

にカへ
ル
とカハ
ヅ
とそ同源とみる
にさしっかへ
る
ものではない 。
いな 、
高葉集のカハ
ヅが、
はたしてかじかの
みそ意味す

にとへ、

る
に
限られた語であつ
にかどうかこそ 、
むしろ 、
うたが
はしい 。
とにかく 、
平安時代以
後では 、

る
歌語でbる。
(f cっとつる、
かはづとかへ
る
について 、
それ
ハ\前者を 、

高葉集の
時代にも 、
まに 、
歌語であっ
たらう

カハ
ヅは 、
カへ
ル
に
艶ナ

と 、
推定したひと払 、
すでにある。
佐伯栴友 、
園語史 、
上古篇一

日
本語には 、
蛙の
種類そ言ひ分ける
いろいろの
形が
ある。
すなはち

、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、

る、
との
さまがへ
お
等。
そして 、
蝦基をひきがへ
る
またはが
まがへ
る
といふ。

まう 、 七
;æ 、 頁が、 室主へ、 H召る 、 ヲ

、
、
、
、
、

あかがへる、
、
、
、
、
、

あまがへる、
いぽがへ

つ
まp日
本語では 、
z
t
g
fbぜ
||英

語では 、
このや
うに二

語でいひ分ける
ところそ
ll‘まっ

たく別な二つの
形ではいはずに 、
「
llsがへる」

の
形でよんでゐ

かじかを
別として)。
しかる
に 、
奈良時代までさかのぼる
と 、

嘗時の
蝦基に
劃する
日

本語は 、
タ

る
わけである、
(にど
し 、



ニ
ググである。
まづ 、
徴詮そあげよう 。

-
e・

多
繭
兵
久
能
佐
和
多
流
佼
波
美・
・:
(
市内
葉八
O
O)

谷
摸龍狭度極(祝詞
祈年祭そり
他)

一
方 、
「タニ
グク」
といふ日本語は 、

第二
例の
「谷
摸」
段 、
第一
例によって 、
「タニ
ググ」
とよむべ
きことうたが
ひなく 、

嘗時の
臼本人の意識では 、
「谷|蝶」
と分析しうる
ものであっ
たこ
とが 、
みぎの
平行例から知られる。
もし 、
「タニ
ググ」

な 、
真に 、
「タニ
(谷)
lググ」
と分析してよいならば 、
こL
から 、
われ
/ーは 、

蛙の
締稿に艶ナる一
唐古い日本語位 、

「グク」(又は「イグク」)
ではなかっ
たかと推測しうる。
それが、
いまで
は 、
複合語の「タニ
ググ」
の
中にの
み

じつ
は 、

「クク」
その
ものは 、
カハ
ヅおよびカへ
ル
にとって代られたものではなからうか 。
もし 、
そのや
うに考へ

て

、
、
、

、
、
、

正しいならば 、
かはづおよびかへ
る
は奈良時代まで円
湖るが、
tuまりそれより古いものではない
倶れが
bる。

跡づけられ 、

しからば 、
カハ
ヅとカへ
ルの二つの
形において 、
r
とdとのこつの主自の
どちらが古いか 、

それが
問題となる
で

いまや 、

bらう 。
(これは 、
必しも 、
語形金
韓として 、

カ人
ルの
方が
もとかといふ問題ではない。)ま

カハ
ヅの
方が
もとか 、

或は 、

づ 、
われわれは 、
問題身 、
ロ
タシズム(
岳。zorE)
の一
種と考へ
て診る
ことも 、
或は 、
で
きるか
もしれない。(?
タシズム

で
設明しうる
ならば 、
r

はd
から費化したもので診る。
しかし 、
嘗函の
ばあひは 、
dがrになる

現象が、
古代日本語にあ

「グIV Jと「イト」
っ
たことが、
まづ 、
っ
きとめ得て 、
はじめて 、
こ
れをロ
タシズム
とも呼べ
る
にすぎない。)しかし 、
とにかくd
とTでは 、

dの
方を
古いとみに方が
よからうと思はれる
黙が、
ほかにある。
すなはち 、
八
もとbぜたピ

せば一
つ
起棋の
語V 、
つ
まりい

はゆる
八ダプVッ
ト(語源的繁生語)Vの

聞に 、
直別を
設けて 、
これbぜひとがつかふ
ばあひ 、
かLる
判断が二つの
形の
相針

的な
新古によって無意
識的な避けが
たい影響ぞ
うけてゐる
と考へ
て 、
もし 、

正しいならば 、
もつ
ばら韻文に用ゐられる
と

つ
まり 、
嘗面の
ばbひについては 、
dbぜふくむ形の
方が、
古いものと考へ
ていけないであらうか 。
いひ

7 

ころの
形の
方が、



人共時論的な雅俗む
償値意識ぽ 、
多くの .はあひ 、
無意
識的な記憶の
侮承としての 、
語の
新古に
劃する
通時論的

意
識の
投影でbる
Vと考へ
てよいならば 、
或は 、
〈規範意識と歴史
意識との
聞には 、
原則として 、
一
固定の
針躍が
bる
Vと

考へ
うる
ならば 、
この
尺h肢をあてはめて 、
カハ
ヅの
方がカへ
ル
よりも 、
由来の
古い
語といひうるのではある
まいか 。
た忙

し 、
この
推定は 、
かならずしも 、
カ八
ルの
形が、
直接 、
カハ
ヅから
派生したといふことは 、
意味しない 。
ky 、
d
とT
と

でけ 、
d

b佐ふくむ形の
方が、
古い姿沿っ
たへ
にものではないかといふのである。

かへ
れば 、

8 

もとよ
り 、
上のやうな手順で決定的対
結論へ
到達する
ことはできない
けれども 、
このぼるひ 、
一
柱 、
dをふくむ形の

方

を古い
ものとみなすことによって 、

二
語の
関係を
HSY
ECVWP72zvp」
表はしておくことL
すあ 。
しかしなが
ら 、
なぜ 、
か

けづとかへ
る
とが、
ダプVヅトとして 、
行はれる
や
うになっ

たもので
②らうか 。
くひちがひ位 、
d
とγ
との
聞にの
みなら

ず 、第二
音節の
聞に
もみられる。
これは 、古代の
方言の
うちに 、
dそr

k
襲化せしめる
と同時に 、
なにらかの
僚件の
もとに

カハ
ヅとカへ
ル
との二
形が
共事する
に到っ
た機縁そ方言聞の

あるa
btp
K
費へ
る
ものが
あっ
たのでbらうか 。
もっ
とも 、

貸借現象によって
設くならば 、
この二つの
形から推定される
原形は 、
じつはカハ
ヅにもカへ
ル
に
も一

致しない別の
形でb

つ
にか
もしれない 。
このや
うに考へ
てくる
ならば 、
かや
うな原形を

媒介として 、
二
語の
間にある
関係が
ある
といふこと以

上のことをカハ
ヅとカ人
ル
との
間に
推測する
ことは 、
はなは官むつ
かしいといへ
ょう 。
にとへ
ば 、
ヵへ
ヅ、といふ
形があっ

て 、
それから 、
一
でけ 、
カハ
ヅの
形が、
他では 、
カへ
ルの
形が
生まれたといふがごときばあひをも 、
一
往の
考慮には入れ

てかLるべ
きではある
わけ。
しか
し 、
d
とr
との
劃臨に
関する
かぎり 、
わたくしは 、
dの

方を古いとみたい
次第 。

では 、
第一
音節の
母立目。が、

カハ
グとカ八
ル
との
聞の
艶陪・は 、以上にみるが
ごとくでbるが、この
艶臨と 、

u
'ζなっ
てあらはれる
ことである。
その
黙では 、
||カハ

ヅとカへ
ルの
ばあひには 、
第二
音

タグとヅル
との
聞の
劃艇との
相遣は 、
後者

節の
母音aがe
となっ
てゐる
から
||二

組の
語の
針躍の
足なみは
乱れてゐる。
官から 、
タヅとヅル
との
形の
針肱を 、
ナベ



て 、カハ
グ
とカ九
ル
との
形の
針臆に
針する
解轄の
類推で律しラる
かどうかも 、また 、こんにちからは 、
十分に確かではない 。

しかし 、
カハ
ヅ(およびカへ
ル)
が、
前に
俄定しにや
うに 、
グクにとっ
て代っ
たもので 、
そんなに古い
語ではないとすれ

ば 、
それに
薩じて 、
常然 、

カハ
ヅ
針カへ
ル
といふダプVッ

トの
献態の
護生も 、

T
btふくむ形の
導入も 、

そんなに古いもの

ではないと推定される。

か
ういふ

風に
論をすL
めたが、

(一
往 、
わたくしは 、

ククの
形そ
俄定する
ことが
否定される
ばあ

ひに
も 、

以下に述べる
結論は 、
ほかの
賄が
その
ままなら 、
依然 、
有効でbる)。
したがっ
て 、
タグに劃する
ヅルの
形の使

用が、
カハ
ヅとカA
ル
におけるダプvv
トの
朕態の
産生花多かれ少かれ平行して
起っ
たものである
ならば 、
日木語ヅルの

形は 、
(かりに 、
朝鮮語の
形はどう②らうと) 、
白木語がアル
タイ
諾語と
直接の
接燭そ失つての
ちの 、
はる
かにあたらし

たとへ
語としてのつる
その
ものはアルタイ

起源であらうと
も 、
ヅル

い
ものでbるべ
きはいふ
まで
もない 。
いひかA下れば 、

といふ
形にふくまれてゐるT
は 、
原始アル
タイ
語から日本語へ
の
直系の子孫ではない 。

つ
ぎに 、
わたくしは 、
朝鮮語回二(
綿)

その
可能性について述べ

と日本語のイ十とが、
どのやうに

結びつ
けられる
か 、

て
みる。

「グ，vJと「イト」

みぎの
朝鮮語と 、
アル
タイ
諸語との
関係については 、
満洲語で
綜冶bらはすところの
竺『曹
が
比べ
られてゐる

(小倉

進平 、
園語語糠の
問題一
九頁)。
また 、
ラムス
テッ
トは 、
ヅン
グlス
とゴル
ディ
からそれぞれに
新しい材料そ加へ
てゐる

(∞Z22
吉
岡22口
出-

uコ
57mu『

匂-
Nωω) 。
一
方 、
これらに先立っ
て 、
これらとは
別の
見地から 、

ギリシャ
語回2FW・
を 、
蒙古語。ぞ
媒介として 、
古代支那語師、
にさかむ
ぼる
ものと推定した

A・
コン
ラ
ディ
段 、

(
kr-
g
d〈020
2ピログ品
同ハ
己
E同・

国

2
一

口

r

z

c

g
円

丘
口

〈

2

7

笠
岡
『
-
-

5
-
m
白
ロ

仏
角川
『

明

以
口

宮
山
田
口

}戸
市
H
H

〉
}

g

L
O
コ
戸
山
由

。

2

4F

〈
}
国
間
0
4
F
国
内

}5

2
・

】uvニ，v一回酔-
rf
J引Jア
ω

9 

君。円酔市『・



同州
由『『・
国・

これは 、
H・
イェンゼン
に
うけつが

れ 、
彼は 、
コン
ラディの
推論に 、
満洲語の例ぞ
追加した 。
かっ 、
イェ

ン
ゼン
は 、
朝鮮語の国即日
そも 、
参考として掲げてゐる 、Qロ仏omo--252口7
5-nH
nvzgZDrL同一三・]叫に凶作田口T-一号・
目
E30

原文につ
けば 、
わかることでbるが、
思ふに 、

イェンゼン
は 、
朝鮮語句に
も管
支那語
hq
からの
借用と考へ
てゐ

るらしい。
朝鮮語同に
そ
支那語からの
直接の
借用とみることには 、
賛成しが
たいが、
アル
タイ
諸語(少くともその一
部)

にひろまっ
てゐるところの 、
的桝在意味する 、
もろもろの

共通の
形が、
もし支那諾と関係が
bる
もの
とすれば 、
それは 、
こ

れらの
起漉になる共通む
形が、
アル
タイ
諸語のい
ま官分
派する以前か 、
またはそれらが
互に緊密な接燭そ保っ
てゐた時代

ここで 、

o'l 
'-' 

10 

かた(嘗時 、
アル
タイ
民族が、
さういふ
黙で 、
文化的に 、
支那に
交渉を
もっ
てゐたといふ
仮定の
もとに) 、

支那から借用

されたと
解せらるべ
きである 。
この
黙につ
いては 、
さらに論ずべ
きものが
ありはするが、
直接に 、
わたくしの
論旨に深い

関係が
ないから 、
これ以上は
燭れない 。
(じつは 、
コン
ラノプィ
は 、
その
原文に 、八之、〔'自己
弘白戸冊、、
Vと記してゐるが 、

なぜか
ういふ推定をなし得たのか全く不明で
ある 。
印刷の不
便から
漢字そはぶいてゐるのは 、
やむそ得ないことであらう

擬して 、
が、
この

著明な東洋経者は 、
は
たしていかなる
漢字の
音‘として 、
之、.
といふ
形ぞ再建したのであらうか 。

八曲目『H絹Vといふ意味の
引きあてをしてゐるのであらうか) 。

いかなる
漢字を

わたくしは 、
しばらく朝鮮語
己
と日本語イト

πけについて考へ
てみる。
もし 、
この
間に
関係が
bるとすれば 、〆

盤帯語
ゐ，

出

争+

Cコ

の
針聴が
説明されなければならない 。
これにつ
いては 、
たとへ
ば 、

主主
号車
h何色守h

国

争+
向。ι

かや
うな朝鮮語5

劃日本語ゼロ
の
針謄例は 、
旬-
HHpyhg】・"
のOBH)g-E一40
5・2F
HgEC片
手巾

-『之d
E-∞'
FM乞-mgmo
同
Zoロ=E82
2石市。巳
S
J10】
〈口同
一喝-
Nさ

に 、その
指摘が
ある 。
しかし 、この
音韻
掛際が 、は士

の
封躍が
あげられる
(なほ 、



し
て 、
真
に
み
と
め
う

べ
き
か
い
な
や
は 、
こ

れ
ま
た
別
問
題) 。
な
ほ 、

現
代
日

本
語
の
s
は 、
古
代
日
本
語
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と 、
μ
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ、
(
有
坂
秀
世

上
代
に
於
け
る
サ
行
の
頭
音 、
国
語
音
韻
史
の
研
究
所
牧)

じ
た
が
っ
て 、
も
し 、
日

本
語
に
古
〈

(
現
代
の
s
と
は
別
に)
S

の
音
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば、
そ
れ
は 、
歴
史
時
代
に
入
る
ま
で
に
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
と
保
定
さ
れ
る。
お
き
へ

脆
落
し

: : 
?云
サ さ
メ れ

る
ば
あ
ひ
ヌう宅

あ
る
カ、

ら
s
の
脆
落
b官
僚
定
す
る
こ
と
は 、
け
芦
し
無
謀
で
は
あ
る
ま
い。
(
わ
た
く
し
は 、
ィ、
て↓

(
兄)
t
セ
の
如
き
例
に
お
け
る
サ
行立自
の
b
る
な
し
に
つ
い
て
サ
行
音
の
現

-
シ
ネ

ク
ヅ
3
ス
ヅ
コニ

ウ
ウ
3
忍
ウ

れ
な
い
形
の
方
を 、
サ
行
音
の
脱
落
し
た
も
の
と
考
へ
る。
こ
れ
に
謝
し
て
は 、
サ
行
子
音
の
方
が 、
サ
行立国
の
現
れ
な
い
形
の
方
に
添
加
さ

れ
化
も
の
と
み
よ
う
と
す
る
設
が 、
西
洋
に
も
日

本
に
も
あ
る
が 、
わ
た
く
し
は 、
そ
れ
ぞ
取
ら
な
い。
し
か
し 、
い
ま 、
こ
L

に
は 、
そ
れ

ま
で
批
判
し
て
ゐ
る
い
と
ま
は
な
い
よ

つ
ぎ
に 、
三~
と
イ
ト
と
そ
語
源
的
に
引
き
あ
て
る
に
め
に
は 、

. 

翠
帯
甜

回

叫す甜
争、

が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
こ
れ
に
つ
い
て
は 、

書
滑輔
副

rh九
(
八、む
と)

MV』』『

E
斗円
割

宮町町

ヨ九、民

「ク，ν」と「イト」

の
例
が
あ
る。
朝
鮮
語
と
日

本
語z
と
の
大
き
な
ち
が
ひ
の一
つ
は 、
前
者
に
は 、
子
音
で
bt
は
る
音
節
の
多
い
鮪
で
あ
る。
そ
れ
は 、
母
音
を

落
し
た
結
巣 、
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ら
う o
h
VN
の
過
程
は 、
-H・
VB礼・
V
(・
?)
V
ん
と

推
定
さ
れ
る。
朝
鮮
語
で
は 、
方
言
そ
別
と
し
て
い
へ

ば、
ー

が
音
節
の
最
後
に
あ
ら
は
れ
る
の
が 、
そ
の
特
徴
で
あ
る。
か
L
る
ー

の
す
べ
て
が
f
か
ら

襲
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が 、
朝

入
聾
の
t

が
ー

で
b
ら
は
れ
る
の
は 、
注
目
に
値
す
る。

鮮
漢
字
音
に
お
い
て 、

11 

か
く

の
ご
と
く
し
て 、
わ
た
く
し
は 、
朝
鮮
語
と
と
日
本
語
イ
ト
と
の
結
合
そ
で
っ
ち
あ
げ
た。
し
か
し 、
本
節
の
は
じ
め
に
前
も

っ
て



こ
と
わ
っ
て
お
い
た
や
う
に 、
わ
た
く
し
は、
こ
れ
を
可
能
性
と
し
て
述べ
て
み
たの
で
bる。
わ
た
く
し
は、
イ
ト

が
ま
ち
が
ひ
な
く
にに

12 

結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
で
b
る
と
主
張
し
よ
う
と
い
ふ
筑
は
な
い。
(
こ
の
離
は、
十
分 、
強
調
し
て
お
き
た
い。
にピ
し、
も
と
よ
り 、
こ

れ
そ
み
と
め
向い
と
い
ふ
ひ
と
が
あ
る
な
ら、
そ
れ
は、
そ
の
ひ
と
の
自
由
で
あ
る。
ラ
1
ダ
氏
は、
私
信
を
もっ
て、
こ
の
針
際
ぞ
採
用
し

に
い
と
申
出
で
ら
れ
た。
前
掲
論
文
の
E
参
照)。
わ
た
く
し
は、
た
ど 、

朝
鮮
語
も
日

木
語
も

文
献
的
に
さ
か
の
ぼ
り
うる

以
前
の
時
代
に

お
い
て、
い
く

た
猫
自の
音
韻
慶
化
を
経
て
ゐ
る
に
ち
が
ひ
な
い
と
強
想
ナ
る。
たいふ
に
母
音の
脆
落の
み
な
ら
ず 、
音
飾
間の
子
音の
脆
落

に
よる
母
音の
短
縮の
や
う

な
現
象
が
古
く

何
回
に
も

亙
っ
て
起っ
て
ゐ
な
い
と
は、
た
れ
も

保
設
し
え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る。
(
詳
し
く

述べ

る
い
と
ま
は
な
い
が 、
琉
球垣間の
歴
史
は、
か
L
る
臆
設の
可
能
性
守フ
ら
が
き
ナ
る
で
あ
ら
う。

つ
い
で
な
が
ら 、

南
方
設
に
加
婚
す
る

ひ
と
は、
か
L
る
可
能
性
に
もっ
と
詑
意
を
は
ら
ふべ
き
で
あ
る〉。
か
や
う

な
わ
け
で 、
一
見 、
類
似
し
な
い
形
ど
う
しの
方
が 、
かへ
つ

て
語
源
bt一
に
す
る
ば
あ
ひ
在 、
む
し
ろ
十
分
に
考
慮
すべ
き
で
あ
る
こ
と
ぞ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い。
たピ
し 、
こ
れ
は、

相割
腹の
み
い
r
し
う
る
の
ぞ
み
が
多
い
と
い
ふ
こ
と
は
意
味
し
な
い。
け
れ
ど
も 、
わ
れ
わ
れ
は、
あ
き
ら
め
て
し
まっ
て た
は ?と
い もけ
な かU、 L
の ・ る

で
あ
っ
て 、
し
ん
ぼ
う

づ
よ
く

最
善の
ば
あ
ひ
に
の
ぞ
み
そ
か
くべ
き
で
あ
る。

四

な
ほ 、・
最
後に一
一言つ
け
く

はへ
て
お
き
た
い
こ
と
は、
起
源
的
な
閥
係 、
い
は
ゆ
る
系
統
関
係
と 、
借
用
と
の
直
別
で
bる。
γ
ル
ー
も
は

や 、
タ
ヅ
と
は
い
は
ぬ
ー

や 、
イ
ト
l

こ
れ
は、
文
化
的
な
語
た
属
ナ
る
1

は 、
こ
れ
ら
が 、
た
とへ
朝
鮮
語
に
結
び
つ
く
もの
で
あ
っ
て
も 、

そ
れ
ら
が 、
共
通
起
源
か
ら
そ
れ
作\

俸
は
っ
た
子
孫
で
あ
る
か、
そ
れ
と
も一

方
か
ら
他
方へ
借
り

用
ら

れ
た
と
こ
ろの
借

用
語
で
る
る
か
に
つ
い
て
は 、
何の
詮
言
も

た
r
ち
に
輿へ
る
もの
で
は
な
い
の
で
る
る。
パ
リ
ヅ
ノ
ブ
は、
γ
Ly
hぜHR
さとと九
に
平
行
す
る

ア
サ
と
ミ『勺ミ(
朝)
そ 、
互
に
な
らベ
かL
げ
に 。
わ
た
く
し
は、
こ
の
提
案
を 、
そ
の
まL
勺
は 、
肯
定
し
え
な
い。
ヅ
作

そ
の
こ
と
は 、

例
ーと
し
て、



につ
いては 、
すでに述べ
たごとくでbるが、

つ
ぎのや
うな難鮪が
bる。
すなはち 、
古代日本語の
朝そ

アサについて
も 、

あらは
す語には 、
ア
サの
ほか 、
アシ
タがあって 、
ならび行はれてゐる 。
この二
語ぞみ〈らべ
て 、
われわれは 、
つ
ぎのやう

な
疑問そ
起すであらう 、
アサとア仏
タと 、
どっ
ちが古い
語でbるかと 。
第三節でふれたや
うに 、
ふるく 、
日本語のサ

行音

、，ノ

はねでbっ
たとみとめられるから 、
ア
シ
タの やはあひにも 、
ふるくは 、その
第二
音節の子音は 、Qむと推定される 。
この

離 、

、，ノ

、Bノ

アサのサについても同
様である 。
きすれば 、
PZMg〕v
pg-〕
のご之
き鐙化は 、
十分に想定しうる 。
ナなはち 、
このや
う

な
費化が
方言的に
起って 、
文化的にか政
治的にか 、
何らかの
原因に
もとづく方言閣の

交渉から 、
アシ
タとアサとが
同一
方

言内の
同意語として
張りあふことになっ
たのでbる 。
あげくのはて 、
ア
シタは 、
敬語として 、
みづからの
縄ばりそ守るこ

とにより 、
生きることとなっ
た 。
(明日の
意のアス
も 、

似たや
うな過程在たどって 、

アサのダプV

アシタから
派生した 、

ッ
トではある
まいか 。
アシ
タは 、の
ちに口
語では 、アス
と同意語となっ
た 。
なほ 、
ついでなが
ら 、

琉球語では 、
アサ
(朝)

はその
ま与の
形ぞ
保ってゐるが、
アシ
タ
||意味は明日
ーーの

方は 、
hHHH句3bHhbubh『白
である 。
これらの
形は 、
琉球語猫

自の立自費化によって 、
ア
シタから
派生したものである 。
こ
れらが 、
つ
まり 、
もとをた官せばアシタが、

琉球語では 、
明日

を
意味し 、
日本語のアス
にbkる
形がそこにないことは 、
立百に
値する) 。

パ
リグノフの

設けた艶燃が、

「グ，v jと「イト」

その
ままでは
認められないことはbきらかであるが、
もし 、
かaふる
封勝の
みられるのが、

全くの
偶然でないとするならば 、
つ
ぎのや
うな解緯そこれに

劃して下すべ
きであらう 。
ナなはち 、、
かつて古代朝鮮の
南

部に
行はれた言語と古代日本語とは 、
かなり近い
闘係にbっ
た 。
前者において
鶴hqbらはナ語は
さ
立
であっ .た 。
また 、

掛そbらはす語は
ah
であっ
た 。
これと 、
日本語のアシタとは 、
gH号、?
といふ形にさかの
ぼる
ものである 。
古代日本
子

言は 、
古代南鮮方言から 、
あらたに 、
吉
晴ふ
とbhb
とそ
借用したのである 。
もし 、
かLる
推論が
たがトしいならば 、
わたく

13 

しが、
うへ

花、
アサの
形の
殻生について
依定したところは 、
必要な
襲更hq加へ
て 、
古代朝鮮の
方言の
うちで

起つ
にものと



解すべ
きことになるか
しかし 、
これら 、
γル
やアサの
形が、
絶封に 、
この
やフな種類の
借用とみとむべ
きものでbる
かど

うか 、
ヅル
についていへ
ば 、
これが
個例として 、
はたして古代朝鮮からの
借用でbっ
たかどうか 、
(かりに一
般的にいへ

ば 、
古代朝鮮と古代日本との
聞に方言的交渉があっ
たにして
も) 、

14 

かLる
問ひは 、
いなとも膝とも 、
断定のか智りではな

ぃ 。
わたくしとしては 、
古代南部朝鮮の一
部に
行はれた言語と 、
日本語との
聞に 、
かつて 、
かなり密接な閥係がbっ
たら

う 、
そして 、
この
古代
南部朝鮮に
行はれた言語は 、
すでにとほい
過去において 、
現代朝鮮語の祖先(勿論 、
もとそにピ

せ

ば 、
これまた 、
古代南鮮の
言語と同一
起源の
ものではあるが)
に
淘汰されてしまっ
たのでbらうとみたいのではあるが、

ヅル
のごとき個別的な例の
問題との
聞を
すぐ
ザびつ
ける
ことは 、
かならずしもわたくしの
本意ではない 、

かLる
mM設と 、

すくなくとも 、
それは 、
木稿の
主旨から遠ざかる
ものである。

筆者の
本意は 、
第三節のをはりに述べ
たところにつ
きる 。

見。

記

、EJト 、
印欧言語躍の
稜遠のの
ちにおける
系統未定の
諸言語の
系統の
探求が、
印駄比較言語皐の
牧めた成功に
刺戟されて起っ

たことは 、
いふ
まで
もない 。

つ
まり 、
それば 、
印欧語以外の
諸言語 、
つ
まり 、
八印欧比較言語皐の
諸成果の
みとほしか

らは 、
もはや印欧語には結びつ
けが
たいところの
諾言語Vを 、
印欧語の
ばbひのごとくに 、
謹生的に分類してみようとい

ふ
皐問的な
希望から生れてきたものでbる。
ところが、
印献言語懇の
進歩とゆき ，つまりとは 、
かつてのごとく 、
安易に 、

軍一
の
祖語そ
仮定する
花けでは 、
4もはや
満足しない段階に達してゐる。
もともと 、

比較言語撃が
その比較方法そもって
推

定する
ところの
個A
の
推定形は 、
(かりに 、
それらが、
かつて貫際の
言語として
存在した形であっ
たとしてもて
それら

の
形の
存在の
相互の
聞に時間的な一
致を期待する
ことは決してできない 。
もし 、
かや
うに考へる
かぎり 、
会瞳慨念として



の
祖語が 、
諾言語聞の
親縁関係そ
説明するための
俵品にすぎなくなるのば
嘗然である。
か
やフな祖語の
概念で
満足し得な

い
は
ゆ
る
旭
語
の
本
質
に
関
す
る
根
本
的
な
疑
問
も 、
ま
に 、
起
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る。
も
と
よ
り 、
八
組
語
そ
の
も
の

い
ば
b
ひ
に
は 、

も 、
固
定
し
た
も
の
と
考
へ
て
は
い
け
な
い。
祖
語
そ
の
も
の
に
も

歴
史
が
あ
る、
つ
ま
り

費
化
が
b
る
V
と
い
ふ
官
け
の
反
省
な
ら
ば 、
そ
れ

は 、
は
や
く

な
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
か
L
る
反
省
は 、
祖
語
を
も
っ
て 、
歴
史
的
に
は
統一
の
あ
る一
個
の
言
語
で
あ
る
と
い
ふ
前
提
に
立
っ
て

ゐ
る。
か
L
る
前
提
苧っ
た
が
は
な
い
か
ぎ
り 、

推
定
さ
れ
る
組
語
の
内
部
に
不
統一
な
現
象
が
で
で
き
て
も 、
そ
れ
は 、
祖
語
そ
の
も
の
L

方
言
的
な
差
異
に
蹄
せ
ら
れ
る。
し
か
る
に 、
祖
語
b也、

歴
史
的
統一
の
ある一
個
の
言語
の
展
開
として
把
握する
こ
と
自
瞳
に 、
こん
に

ち
で
は 、
疑
問
が
懐
か
れ
る
や
う
に
な
り

つ
つ
b
る。
ヅ
ル
ペ
ヅ
コ
イ
が
提
出
し
た
唱と
こ
ろ
の
仮
設
は 、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
②
ら
う 。
ナ

なは
ち 、
大づ
かみ
に
述べ
る
と、
ある一
定
の
地
域
に
長
い
期
間
異
る
言
語
が
隣接
し
て
存
績
を
つ
づ
け、
軍
に一
方
的
にでなく 、
相
互

に
影
響
そ
及
ぼ
し
b
ひ 、

そ
こ
か
ら、
あ
ら
た
に 、
共
通
の
特
徴
が
生
ま
れ
て
き
て 、
も
と
も
と
は
具
る
と
こ
ろ
の
言
語
が 、
ひ
と
し
い
構
造

を
も
っ
や
う
に
護
展
し
て
行
つ
に
あ
る
段
階
が
共
通
祖
語
に
擬
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か 、
と
い
ふ
の
で
あ
る。
(
のc
eg
HSロ
Pσ由円
臼」印

阿国内】。m
2
E伊ロ品ロ】M
B
En-
F
kp口
Z
F
Em己目
注目白伊
〈o--
H・
吋
E口-N
な
ほ、
Hw
h『MHroH}叫。ロ・
ロぴ四円
L
2
】μ何回Oロ。目。駒山師口yo
m』M
E5r'

vpロロ門凶少
叶・の-
FMY
H司
参
照。

に
よ
っ
て
と
り
上
げ
ら
れ、
第
六
回
国
際
言
語
製
曾
の
論
題
の一
つ
と
な
っ
た

関『伊
B
E
竺
宮
巳由
の
問
題
も
同
じ

や
う
な意味で
旭語
の
問
題
に
b
らにな
反
省
を
投
げ
か
け
るで
b
ら
う。

kF・
呂田
ユ山口白骨

回目同一口同時一向山

同
曾
議
議
事
録
参
照) 。
た
官

「クpレ」と「イト」

し 、

日
本語
の
系
統
論
に
関し
ては 、
印
欧
語で
論
じ
う
る
が
ご
と
き
祖
語は、
強め
輿
へ

ら
れ
て
ゐな
い
。

日
本語
の
系
統は、
い
ま
官
軍

に
日

本語
以
外
の
諸言語
に
求めて
ゆくの
ほ
かゑ
く 、
こ
れ
が
日

本語
系
統
論
の
現
吠なので
ある
。

こ
L

で、
軍
論
的
に
反
省
さ
れる
の

は 、
日

本
語
が 、
か
り

に
た
と
へ
ば 、
朝
鮮
語
な
ら

朝
鮮
語
に
借
用
関
係
官
け
で
は
と
け
な
い
深
い
関
係
に
立
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る

として
も 、

それで 、
雨
者
が、
相
互
に
共
通
の
、

軍一
の
祖語
に
さ
か
の
ぼる
も
の
かど
う
かで
あ
る
。

し
かし、
わ
た
くし

には、
一
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の

言
語
が
直
接
に
二
つ
の
祖
語
に
同
時
に
さ
か
の
ぼ
る
と
は 、

少
く
と
も

考
へ

ら
れ
な
い

。
(
本
文
二
頁
参
照
〉

。

し
か
し 、

日
本
の
島
の
内
部

15 



い
か
に
異
る
言
語
が
行
は
れ 、
そ
し
て、
そ
れ
ら
の
あ
ひ
芦
か
ら、
天
皇
氏
に
統一
さ
れ
た
古
代
日

本
画

家の
共
通
語
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
の、
日

本
語の
成
立
の
問
題
は 、
系
統
論
と
は
別
の、
む
し
ろ 、
あ
る
意
味
で
は 、
一
そ
う

重
要
な

問
題
で
あ
る。
印
駄
言
語
些
に
お
い
て
問
題
と
さ
れる
祖
語の
問
題
は 、
組
語の
推
定
そ
介
し
て
諸
言
語の
系
統
そ
確
玄
する
系
統
論の
問
題

に
お
い
て、
歴
史
時
代の
まへ
に 、

16 

を
去
っ
て、
組
語の
成
立
の
問
題へ
論
黙
が
移
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
が 、
日

本
語の
ば
あ
ひ
に
は 、
具
体
的
な
事
情
が 、
印
欧一一言
語
皐
と
異

訓
論
的
に
は 、
八
系
統
論
が
要
請
す
る
祖
語V
の
性
質
も 、
日

本
語

な
る
か
ら、
問
題
そ
そ
こ
ま
で
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い。
そ
し
て、

肖
瞳の
成
立
も 、
ナペ
て、
直
接
に
は 、
日

本
語
系
統
論の
問
題
と
は
別
個の
問
題
に
属
す
る。
そ
れ
な
ら
ば 、
少
く
と
も
ど

れ
か一
つ
の
問

題
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
か
と
い
ふ
に 、
い
づ
れ
の
問
題
も 、
こ
れ
か
ら
ま
づ
第一
に
解
け
て
ゆ
く
と
い
ふ
ぐ
る
ひ
に
は
行
か
な
い
と
こ
ろ
に
困

難
が
あ
る
わ
け
で
あ
る。
(
日

本
語
系
統
論
が 、
系
統
論
と
し
て、
い
か
な
る
性
格
の
もの
で
b
る
か
と
い
ふ
意
味
で
の
「
日

本
語
系
統
論の

問
題」
に
つ
い
て
は 、
き
う
い
ふ
題
で
書
い
た
所の
拙
稿
bt
参
照
せ
ら
れ
た
い。

古
代
日

本
語の
母
音
調
和
(
痕
跡
と
し
て
は 、
た
し
か
に
抽出
っ
て
ゐ
る
と
み
と
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の)
も 、

一

橋
論
叢
二
一

ノ
五
・

六

二二
ノ二
所
牧) 。

そ
れ
が 、
歴
史
以
前の
遠
い
過

去
に
お
い
て、
い
か
な
る
運
命
そ
た
いと

っ
た
で
b
ら
う
か
は 、

こ
と
が
必
要
で
あ
ら
う加
す
な
は
ち 、
一
方
で
は 、
母
音
調
和
の
痕
跡
は 、

一
往 、
こ
れ
を 、
み
vc
k
述べ
た
や
う
な
理
論
的
反
省
に
か
ら
ま
せ
て
考へ
る

日
本
語
ぞ
ア
ル
タ
イ
諾
語へ
む
す
びつ
け
て
ゆ
く

て
が
か
り
と
は

な
る
で
b
ら
う 。
し
か
し 、
他
方、
八 、立
か
ら、
日

本
語
は 、
ア
ル
タ
イ
語
派の一
つ
に
教へ
て
い
い
V
と
い
ふ
結
論
は 、
い
ま
r
k
f
ち
に

日半
き
え
な
い。
に
とへ
き
う
で
あ
っ
て
も 、

歴
史
時
代
に
痕
跡
の
み
と
め
ら

れ
る
母
音
調
和
が 、
歴
史
時
代
以
前
に
お
け
る
日

本
語の
成
立
過

程
に
お
い
て、
日

本
語の
内
部
に
お
い
て、
満
開
に
完
成
さ
れ 、
そ
し
て、
崩
壊
し
て
行
っ
た
ξ
み
る
こ
と
は 、
依
然 、
可
能
で
あ
る。
さ
す

れ
ば 、
母
音
調
和
の
現
象
付 、
過
去
幾
千
年
に
跨る
か
も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
の
日

本
語の
成
立
過
程の
b
る
期
聞
に
お
け
る
ア
ル
タ
イ
語
か
ら

の
影
響
と
し
て、
日

本
語の
うへ
に
印
せ
ら
れ
たア
ル
タ
イ
的
特
徴
と
い
ふ
こ
と
に
し
か 、
精A 、
な
ら
な
い 。
か
か
る
考
慮
冶
は
ら
ふ
な
ら

ば 、
日

本
語
に
母
音
調
和
の
痕
跡
と
み
な
し
うべ
き
現
象
が
あ
る
に
し
て
も 、

.f
か
ら
と
い
っ
て 、
上
代
特
殊
か
な
づ
か
ひ
の
オ
の
甲
乙
の
劃



立
を 、
ア
ル
タ
イ
諸
語の
母
音
調
和
の
現
象
ぞ
楯
に
と
る
二
と
に
よ
っ
て、
す
ぐ
さ
ま、
後
舌
音
と
前
舌主固
ま
た
は
中
舌
音
と
の
艶
立
官
と
推

定
す
る
こ
と
に
は 、
さ
ら
に
反
省
そ
要
ナる。
(
大
野
晋
氏
の
近
著 、
「
上
代
俵
名
遣の
研
究」
に
お
け
る
オ
段
乙
類む
母
音
の
音
償
推
定
は 、

ア
ル
タ
イ
語の
母
音
調
和
を
引
き
あ
ひ
に
に
す .は
あ
ひ
の
出
し
方

に
つ
い
て
は 、・
もっ
と
控へ
目
で
あ
っ
た
方
が
よ
い 、
問主
三
六
O
lL

六
二
頁
参
照 。
服
部
四
郎
敬
授
が 、
つ
ぎの
論
文
に
お
い
て
述べ
る

さ
う

い
ふ
論
法
に
の
み
輯っ
て
ゐ
る
が
ご
と
き
輩
純
な
もの
で
は
な
い
が 、

と
こ
ろ
は 、
同
系
論
者の
決
し
て
忘
れ
て
は
か
ら
ぬ
こ
と
ば
で
bる。
ナ
な
は
ち 、

親
縁
関
係の、

日
鮮
雨
語
聞の 、 、
他

八
母
音
調
和
を
もっ

て、

方

方
ま
た 、
日
本
語
とア
ル
タ
イ
諸
語
聞
と
の、

そ
の
い
づ
れ
の
決
定
的
な
設
擦
と
み
る
こ
と
に
も

輿
み
し
な
い
v
k 。
吋一日出

特
に 、

『由}mF20ロ凹}回目句
。『
』hv}vp己申凶由
円3
2岡市

吋
〈
コ
司
昂
笹川-

F
Z
み

KF
ご
と
ぬ

z
z
mHF
g
m
gw

一
一
七
l

叶
KF
おれ『w

r
a

p，
ュ
2、

一[

】刊
U可FH
W
U『F
f

一
一
八
頁
参
照) 。

コ
タエ
グク
の
語
掠
の
分
析
に
際
し
て 、
カ
ハ
ヅ
お
よ
び
カへ
ル
の
方
に
け 、
本
文
で 、
な
に
ム
燭
れ
る
こ
と
そ
し
な
か
っ
た。
し
か
し 、「
谷

「に摸」
に
あ
π
か
も

封
勝
する
が
ご
と
く

に 、
潟
葉
集
に
カ
ハ
ヅ
仁
「
河
蝦」
と
あ
ら
は
れ
る
の
で
あ
る。
こ
れ
に
閲
し
て、
英
語の
原
文
の
方

で
は 、
註一
三
を
以
て 、
一
言
し
た
の
で
あ
る
が 、
大
野
晋
氏
か
ら 、
そ
の
ご 、
こ
の
語
棋
に
つ
い
て
の
有
益
な
指
示
冶
う
け
た
の
で 、
さ
き

に 、
み
ぎ
の
原
文の
註
に
つ
い
て
述べ
た
と
こ
ろ
仁
す
て
て 、
大
野
築
在 、
氏
の
許
可
を
得
て 、
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
L

する。
す
な
は
ち 、

十bhh崎、
V
FFヘ
弘之

ご
と
(
E
G
票
吊U
uq
同〔π
H
週〕)

í;)> )tノ」と「イト」

の
形
式の
母
音
短
縮
に
よっ
て、
日向田げ?
の
形
を
と
っ
て
も
あ
ら
は
れ
る 。
えど
が
す
な
は
ち
蛙
で

そ
れ
は 、
琉
球
諸
方
言
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
b
ら
に
れ
る。

ミ
hH

」さ

一で
八
白H
b
+
』ご
と

み
Vc
は 、
同
時
に 、
九十b
V内
(
H
H

m甘)

あ
っ
て、

2H
p

h
E
E

z
ou

八
b
g
。
(
謝)

+
ミ
3

白、出
品

の
形
の
蛙
そ
あ
ら
は
す
語
が
あ
っ
て、
そ
れ
と

峡
(
カ
ヒ)
と
の
複
合
語
が
カ
ハ

17 

つ
ま
り 、

内
地
方
言
で
は
影
そ
波
し
た
ミタ
h弘之、
白、担



ジ・
カへ
ル
で
あ
り 、

母
音
接
続の
際
に
起る
母
音
の
脆
落の
し
か
た
の
如
何
に
よ
っ
て、
可
能
な
二
形
が
生
じ

た
こ
と
に
な
る
と
い
ふ
わ
け。

18 

以
上
が 、
大
野
案
で
あ
る
が 、
こ
れ
に 、
で
き
れ
ば 、
前向
葉
に
「
河
蝦」
と
b
る
か
ら、

E
E
(」一一)
十
ミロ

と
解
き
た
い
、と
こ
ろ
で
b
る
が 、
こ
の
方
式
で
は 、
カヘ
ル
の
形
の
方
が 、
解
き
が
た
い。
し
か
ら
ば 、
広
葉
集
の
「
河
蝦」
は 、
い
は
ゆ
る

通
俗
語
棋
に
も
と
づ
く

字
づ
ら
と
い
ふ
こ
と
に
し
て
よ
か
ら
う 。

に
π
し、
タニ
〆
ク
そ
タニ
|
グ
ク(
又
は 、
タニ
|イ

グ
ク)
と
分
析
し、

カ
ハ
ヅ
を
カ
ヒ
lア

ヅ
と
分
析
する
と
き
は 、
蛙
を
あ
ら
は
す
古
代
語
に 、
ク
ク
とア
ヅ
と
が
並
容
し
た
こ
と
に
な
る。
こ
の
現
象
そ
ど
う

解

韓
ナる
か
は 、
ま
た一
つ
の
問
題
'と
は
な
ら
う

が 、
こ
れ
は 、
こ
ん
に
ちの
ヒ
キ
ガへ
ル
と
ガマ
ガへ
ル
と
の
二
者
並
存の
ご
と
き
に
比
ナベ

き
もの
と
思へ
ば
よ
か
ら
う 。
ち
な
み
に 、
ガマ
ガへ
ル'
の
方
に
は 、
ば
あ
ひ
に
よ
っ
て 、
怪
異
な
聯
想
が
伴
ひ
う
る。
こ
れ
は 、
蝦
基
に
ま

つ
は
る
侮
設
や
そ
れ
ぞ
と
り

い
れ
た
獄
舞
伎
劇
を
は
な
れ
て
も 、

語
源
的
に 、
ま
た 、
説
明
し
う
る。
ガマ
ガ八
ル
は 、
あ
の
面
相
か
ら、
古

く
に 、
ガマ〔
降
魔U
l

ガ八
ル
と
な
づ
け
ら
れ
た
もの
と
解
さ
れ
る。
ク
ク
とア .ツ
と
の
あ
ひ
π
に
も 、
こ
ん
に
ち
か
ら
は 、
十
分
に
つ
き
と

め
え
な
い
意
味
上
の
陰
影
の
ち
が
ひ
は 、
b
っ
た
か
も
し
れ
な
い 。
そ
し
て 、
も
し 、
な
に
ら
か 、
さ
う

い
ふ
ち
が
ひ
が
b
っ
た
と
す
れ
ば 、

ま
す
ま
す 、
両
者
は 、
並
容
し
う
る
の
で
あ
る。

タニ
グ
ク
もカ
ハ
ヅ
も 、
こ
れ
ま
た 、
あ
る
い
は 、
双
方
と
も 、一冗

来
は 、
一
往、
と
も
に 、
墜
に
蛙
そ
b
ら
は
す
語
と
し
て
生
れ 、
そ
の

ご 、
意
味の
分
捨
ぞ
行
っ
て、
タニ
グ
ク
は 、
蝦
基の
意
味
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
の
び
た
が 、
結
局
は 、
消
滅
し
て
し
まっ
た

もの
か
も
し
れ ・
な
い 。
こ
れ
ら
は 、
こ
と
が 、
文
献
以
前の
時
代
に
か
か
は
る
こ
と
と
て 、
すべ
て 、
お
ぼ
つ
か
な
い
推
定
を
さ
し
て
出る
も

の
勺
は
な
い
が 、
語
史
に
闘
す
る
い
ろ
/\
な
例
を
考へ
あ
は
せ
て
み
る
な
ら
ば 、
hF
稽の
推
定
で
官
け
は
な
い
で
b
ら
う 。

、lJ己 、
本
稿
は 、
そ
の
副
題
に
し
め
し
に
や
う
に 、
日

本
語の
系
統
の
問
題
を
考へ
る
ば
b
ひ 、
八
す
く
な
く
と
も 、
こ
の
や
う
な
黙
は
考
慮
し

て
お
い
た
方
か
い
い
V
と
お
も
は
れ
る
黙
在 、
さ
さ
や
か
な
例
そ
もっ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
が 、
い
と
の
方
は
別
と
し
て、
つ



ノ

る
の
方
に
闘
す
る
か
官己
り

は 、
こ
の一
例
が 、
日
本
語
系
統
論の
た
め
の
比
較
語
表
か
ら
か
り

に
除
か
れ
る
に
し
て
も 、

を
系
統
論
に
も
ち
官
すの
そ
避
け
れ
ば
い
い
忙
け
で
あ
っ
て 、
こ
れ
そ
もっ
て 、
北
方
設
に
不
信
沿
い
π
く

の
は 、
は
や
まっ
た
も
の
で
b
る

あ
ら
ゆ
る
例
そ
し
ら
み
つ
ぶ

と 、
い
は
れ
る
か
も
し
れ
な
い。
な
る
ほ
ど 、
も
し 、

北
方
設
そ
全
面
的
に
否
定
す
る
の
が 、
目
的
官っ
た
ら 、

そ
れ
は 、
ヅ
ル
の
例

し
に
検
討
せ
ず
ばな
る
ま
い。
そ
の
うへ 、
JJU
う

い
ふ
検
討
は 、
北
方
設
そ
否
定
す
る
に
せ
よ 、
肯
定
す
る
に
せ
よ 、
必
要で
あ
る
こ
と
も 、

ま
た 、
事
貫
で
あ
る 。
そ
し
て 、
さ
う

い
ふ
検
討そ
質
際
に
行っ
て
ゆ
く

な
ら
ば 、
ヅ
ル
の
例
な
ど
よ
り
は 、
も

っ
と 、
ずっ
と 、
い
は
ば 、

い
か
ピ

は
し
い
例
も
少
く

な
い
で
あ
ら
う 。
故
小
倉
進
平
先
生
が 、
日

本
語
ナ
ヅ
ナ〔
葬〕
身 、
朝
鮮
語
き祉
に
結
びつ
け
ら
れ
に
や
う
な
例

(「
な
づ
な」
名
義
考
朝
鮮
語
方
言の
研
究
下
巻
二=
二
頁
以
下)
で
も 、

必
ず
し
も
たピ
ち
に
は
信
じ
が
た
い。
い
ひ
かへ
れ
ば 、

か
か
る
ひ
き
あ
て
は 、
ヅ(
す
な
は
ちι)
と 、
ふ
と
の
艶
際
が 、
ま
づ
確
立
さ
れ
て 、
は
じ
め
て 、
そ
の
説
得
力
も
で
て
く
る
の
で
あ
る 。

し
か
し 、
い
ま
は 、
一
て
そ
の
や
う

な
例
の
検
討は
し
な
い0
・に
ど 、
ヅ
ル
の
や
う
な 、
一
見
う
ま
く

封
騰
し
さ
う
な
例
に
お
い
て
き
で

あ
の
や
う
な
問
題
が
b
る
と
い
ふ
こ
と
が
示
さ
れ
L

ば 、
筆
者
と
し
て
は 、
ひ
と
ま
づ 、
満
足
で
あ
る 。

つ
る
は 、
渡
り

鳥
で
あ
る 。
古
代
に
お
い
て
は 、
こ
ん
に
ち
ほ
ど
珍
し
い
烏で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も 、
こ
の
や
うな

鳥
が
外
国
名
の
まL

呼
ば
れ
る
こ
と
に 、
さ
し
て
不
思
議
は
な
い。
か
さ
さ
空
が
朝
鮮
語
で
あ
ら
う

や
う
に 、
つ
る
も

朝
鮮
語
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い。
ま
に 、

い
と
は 、
も
し
こ
の
日

本
語
が 、
総
以
外
の
意
味の
語
か
ら
の
ち
に
訴の
意
味
に
移
し
用
ゐ
ら
れ
て 、
原
義
の
方
は
忘
れ
ら
れ
℃
し
まっ
た
て

い
の
語
で
な
い
か
が己
り 、

総そ
の
も
の、
或
は 、
紡
織
の
技
術な
ど
介\
と

伴
っ
て 、
牟
島
か
大
陸
か
ら

轍
入
さ
れ
た
と
み
うべ
き
可
能
性
が
少

く
な
い 。
一
種 、
日

本
語
と
朝
鮮
語
と
の
間
の
類
似
そ
示
す
語
糞と
し
て
奉
げ
ら
れ
き
た
っ
た
も
の
の
な
か
に
は 、
文
化
の
輸
入
に
伴っ
て 、

日
本
が
朝
鮮
か
ら
語
そ
の
も
の
そ
も

借
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
う

た
が
は
れ
る
もの

が 、
か
な
ら
ず
し
も
少
く

な
い。
他
方、
あ
さ
(
朝)

の
ご
と
き
も
の
ま
で
も 、
も
し
借
用
語
で
あ
る
と
す
れ
ば 、
古
代
日

本
語
と
古
代
朝
鮮
語
と
の
間
柄
段 、
こ
の
や
う
な
借
用
が
起
り
う
る
ほ
ど

花 、
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い 。
こ
れ
は 、
琉
球
語の
な
か
に 、
歴
史
時
代
に
入
つ
て
の
ちの、
し
か
し 、
ま
た
決
し
て
最
近
の

f;)> /vJと「イト」

19 



流
入
と
は
み
と
め
ら
れ
な
い、

い
ろ
い
ろ
な
日
木
本
土
か
ム
の
借
用
語
が
あ
る
の
に
似
て
ゐ
た
も
り
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
は、

借
用
語
の

め
が、

親
縁
閥
係
の
密
接
さ
り
詮
左
で
あ
る
。

さ
う
い
ふ
こ
と
が、

か
つ
て
の
古
代
朝
鮮
と
古
代
H
本
と
心
あ
ひ
r
k
求
め
え
な
い
も
の
で
る

20 

ら
う
か
。

そ
れ
な
ら
ば、

他
面、

こ
ん
に
ち、

朝
鮮
語
と
日
本
語
と
り
あ
ひ
f
k、

確
貫
な
音
韻
法
則
々
う
ち
た一
し
う
る
に
た
る
r
け
の
語
糞
ω
針
膳

が
ほ
と
ん
ど
全
く
み
い
r
し
え
コ
い
り
は
な
ぜ
で
あ
る
か。

こ
れ
に
は、

本
文
の
第
四
節
ω
末
K
記
し
に
仮
設
が、
一

位、

特
へ
て
く
れ
る
で

ぁ、
花
か
も、

朝
鮮
半
島
そ
の
も
の

あ
ら
う。

し
か
し、

本
稿
は、

さ
う
い
ふ
仮
設
を
に
て
る
こ
と
役
目
的
と
ナ
る
も
の
で
は
な
い
。

に
ど
、

が、

バ
ル
カ
ン

守
島
に
似
て
ゐ
る
や
う
に、

な
か
な
か
に
入
り
く
ん
で
ゐ
に
ら
し
い
。

或
は、

太
古
の
イ
タ
リ
ヤ
牛
島
に
比
べ
て
も
よ
か
ら
う。

と
に
か
く、

少
く
と
も、

北
部
K
は
扶
飴
族
が
ひ
ろ
が
り、

南
部
に
は
韓
族
が
ゐ
て、

言
語

そ
の
言
語
分
布
も、

古
朝
鮮
の
ば
b
ひ
に
は、

も
相
違
し
て
ゐ
化。

そ
し
て、

任
那
在
最
後
の
擁
鮪
と
し
て
敗
退
し
た
倭
人
は
、

元
来
は、

南
部
朝
鮮
の
方
ル
故
郷
と
す
る
も
の.
で
あ
っ
た
で

あ
ら
う 。
(
日
本
の
史
書
に
み
え
る
古
朝
鮮
ω
征
略
も、

朝
鮮
む
史
書
は
み
え
る
倭
人
の
侵
冠
も、

要
す
る
に、

倭
人
の
故
地
回
復
の
患
が、

い
ろ
い
ろ
な
姿
で
記
録
の
う
へ
に
そ
の
跡
そ
と
ピ
め
た
も
の
で
あ
ら
う
)
。

こ
ん
に
ち
の
朝
鮮
語
は
新
維
の
言
語
に
さ
か
の
ぼ
り、

新
鋭
は
韓

族
で
あ
る
が、

古
代
韓
語
と
古
代
倭
語
と
が、

は
た
し
て
ど
の
程
度
に
ち
か
い
聞
係
に
あ
つ
に・
も
の
か
。

解
き
が
た
い
謎
り
ひ
と
つ
の
か
ぎ

は、

こ
の
溢
に
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
や
う
に
忠
は
れ
あ
。

そ
し
て、

、
トム
A‘
、

、u
νlH
t、a

そ
め
か
を
が、

も
は
や、

こ
ん
に
ち
で
は、

見
失
は
れ
て
し
ま
つ
に

の
で
あ
る
。

古
代
に
お
い
て
は、

日
本
も、

言
語
的
た
単
純
で
な
か
っ
た
ら
し
い
。

毛
人
(
ア
イ
ヌ
)

の
言
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、

ほ
か
に
も、

平
安

い
ま
立
に、

飛
騨
ω
闘
の
や
う
な
山
の
中
に
は、

特
殊
な
守
諾
が、

と
り
の
こ
さ
れ
て
生
き
て
ゐ
た
ら
し
い
こ

時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
ら、

と
丘、

わ
れ
わ
れ
は、

東
大
寺
調
請
文
稿
に
よ
っ
て、

知
り
う
る
の
で
あ
る
。

(
複
製
に
添
へ
ら
れ
た
稗
文
の
三
十
二
頁
参
照
)
。

か
な
り
ち
が
っ
た
言
語
(
そ
の
器
具
は
方
言
的
な
そ
れ
に
闘
し
う
る
も
の
で
b
ら
う
に
も
せ
よ)

が
ま
ざ

そ
し
て、

太
古
の
い
つ
の
時
期
か
に
お
い
て、

k 



-p
b
っ
た
ば
あ
ひ
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
そ、

こ
れ
ま
た
考
へ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
0

・に
と
へ
ば、

hネ
の
ご
と
き
抽
象
的
な
概
念
な
あ
ら

、
、

、
、

、

は
す
の
に、

日
本
語
除、

古
代
以
来、

う
へ
と
し
に
お
よ
び、

か
み
と
し
も
の
二
つ
の
い
ひ
か
た
そ
も
っ
て
ゐ
る
こ
と
、
時
を
b
ら
は
す
の
に
、

と
わ
の
ほ
か
に、

い
か
と
い
ふ
語
も
b
っ
た
こ
と、

ま
た
は
か
か
(
天)

と
←
レ
(
空
)、

い
わ
(
園
土
)
と
い
が
(
陸
)
と
引
が
(
土)

の
ご

と
き
類
義
の
語
の
並
存
し
て
ゐ
る
が
ご
と
き
こ
と、

こ
れ
ら
の
事
質
は、

古
代
日
本
に
お
け
る
共
通
語
の
成
立
の
背
後
に
な
に
か
堕
純
で
な
い

事
情
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
を
う
た
が
は
し
め
る
わ
け
で
あ
る
。

古
代
紳
話
k
b
ら
は
れ
る、

長
た
ら
し
い
紳
名
の
う
ち
に、

語
源
の
と
き
が
た
い
も
の
が
少
く
な
い
こ
と
な
r
も、

日
木
諾
伺
身
の
際
史
の

な
が
き
を
息
は
せ
る
。

も
し、

そ
れ
が
眠
史
の
時
間
的
か
長
さ
や
反
映
す
る
も
の
で
な
い
な
ら
ば、

そ
れ
は、

歴
史
的
な
費
轄
の
は
げ
し
さ
そ

う
か
ど
は
し
め
る
こ
と
に
な
ら
う。

歴
史
時
代
に
入
ろ
ま
で
の
臼
木
語
向
身
の
歴
史
が
き
は
め
て
長
い
か、

ま
た
は、

費
騨
が
は
げ
し
か
っ
た

オ
1
ツ
ド
グ
ス
な
系
統
諭
の
方
法
の
面
か
ら
み
れ
ば、

他
D
言
語
と
の
比
較
の
て
が
か
り
が

と
す
る
ば
あ
ひ、

ど
ち
ら
に
し
て
も、

こ
れ
は、

き
え
て
行
っ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ll
一
橋
大
学
助
教
授

||

「 ク ，1/ J と I イ ト 」

最
近
w・
サ
イモ
ン
の
古
代
支
那
誇に
関
す
る一論
文
を
読
ん
で
ゐて、
絹を
あ
ら
は
ず
ギ
リ
シ
ャ
誇の
支
那
起
減
少」
唱へ
た
最
初の
学
着
は、
ケ
ラ
プ

ロ
ー
ト
QDE
EP-〉丘
三日A
S

S-・
口〔同∞Nω〕)
で
あ
る
こ
と、
ま
た、
こ
れ
を
否
定
す
る
者
と
し
てB-
ロ
l
フ
ア

.

•
 

のゆめ
る
こ
と
その
他
を
知っ
た。
参
考の
た
め
に
記し
と
め
て
お
く。

(羽同501H吋臼ロ山口白〔HCHC〕)

(
初
校
に
際し
て〉。
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